

















































5.6mm，幅3.3mm，厚さ 3.0mm)， 2 (長さ 5.5mm，幅2.8mm，厚さ 2.4 mm)， 
3 (長さ 5.2mm，幅2.8mm，厚さ 2.4mm)のように先がとがっていて，それらの粒は
腹面が浅くくぼんでいるが，どれも麦のような縦みぞがない.またそれらの粒面の斑紋は
炭化した一部が欠けていて中は大部分のものが中空である.そして同図4(長さ 4.7mm，
幅3mm，厚さ1.3mm)，5 (長さ 5.5mm，幅2.4坦 m，厚さ1.2 mm)， 6 (長さ 5.2
mm，幅2.7mm，厚さ1.5 mm)に見られるように多くの粒は，その腹部内面に頂端か
3 
第1図 1.炭化ヤプデマリの種子の側面x7 2.同腹面x6 










• @〉 G 4 5 6 
第2図 1， 2;ヤプデマリ Viburnump/icatum var. tomentosumの果種子x6， 
x 5 3;:ガマズミ V. dilatumの種子x4.5. 4;ミヤマガマズミの種子
V. Wrightii x 3.5 5 ;エピヅル Vitisficifo/ia var. /obataの種子x7 
6 ;ノプドウ Ampe/opsisbrevipeduncu/ataの種子x4.5
1， 2， 3， 4;種皮(腹面〉の内部と種子横断面 5， 6; i縦，横断面
型なのでこの炭化粒とは違っている.A. C. Martinと W.D. Barkley (1961)らの著書












埋没炭化粒は大粒が 17粒で，その長さ 4.2--6. 0 mm， 幅2.5--3. 4 mm，厚さ 2.4---
3.4mm，小粒は5粒で長さ 3.7mm---4. 0 mm，幅2.5--3. 0 mm，厚さ1.7---2.5 mmで
あり，乾燥したヤプデマリの種実10粒の測定では，長さ 4.5--5. 2 mm，幅2.5--3. 8 mm， 
厚さ1.5~2. Orhmで，これは脂葉のために圧されていので薄くなっている.成熟した果肉
を取り去ったガマズミの種子の大きさは，長さ 5.9~7.0mm，幅 4. 5--5. 2 mm，厚さ1.7



























































2宮4図 1.ススキの棄の灰像(x1∞);A.長さ 18-27μ，幅9-11μ B.長さ 63μ，
幅18μ c.長き 54-76μ，幅18μ D.長き 54μ.幅1μ E.長さ 40.u幅
27μ F.長さ 152人幅18μ 2.ススキの得の灰像(x2∞1);G.長さ 14-18
μ，幅5-9μ H.長さ 36-72μ，幅16-18μ3-5，埋蔵炭化積物の灰像(x
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